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表紙



連結注記表

連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等

１．連結の範囲等に関する事項

(1)連結子会社の状況

・連結子会社の数　　　　　　　　　　17社

・連結子会社の名称　　　　　　　　　ソノルカエンジニアリング株式会社

ジャパンレンタル株式会社

株式会社管製作所

北九金物工具株式会社

株式会社ミヤザワ

マルカ・アメリカ

インダストリアル・ツール社

マルカ・メキシコ

マルカ・上海

マルカ・広州

マルカ・タイ

マルカ・エクスポート・タイ

マルカ・インドネシア

マルカ・マレーシア

マルカ・フィリピン

マルカ・インド

マルカ・ベトナム

(2) 非連結子会社の状況

・非連結子会社の名称　　　　　　　　PT. MIYAZAWA INDONESIA

（連結の範囲に含めない理由）

非連結子会社は小規模であり、総資産、売上高、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に

見合う額）等はいずれも連結計算書類に重要な影響を与えていないため連結の範囲から除外しております。
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２．持分法の適用に関する事項

(1) 持分法を適用した非連結子会社の状況

持分法を適用した非連結子会社はありません。

(2) 持分法を適用していない非連結子会社及び関連会社

株式会社アースシステム21

PT. MIYAZAWA INDONESIA

（持分法を適用しない理由）

持分法非適用会社は、親会社株主に帰属する当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合

う額）等に及ぼす影響が軽微であり、かつ全体としてもその影響の重要性がないため持分法の適用の範囲

から除外しております。

３．連結子会社の事業年度等に関する事項

　連結子会社17社のうち、在外子会社12社の決算日は、主として８月31日であります。

連結計算書類の作成にあたっては各決算日現在の計算書類を使用し、連結決算日との間に生じた重要な取引に

ついては、連結上必要な調整を行っております。
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４．会計方針に関する事項

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法

①　有価証券

満期保有目的の債券…………………償却原価法（定額法）

その他有価証券

時価のあるもの……………………連結会計年度末の市場価格等に基づく時価法

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法

により算定）

時価のないもの……………………移動平均法による原価法

②　たな卸資産

主として個別法による原価法(貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）及び移

動平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法)。

(2）重要な減価償却資産の減価償却の方法

①　有形固定資産

　主として定額法。ただし、一部の連結子会社については定率法。

　なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物及び構築物　　　　　　　　４～47年

貸与資産　　　　　　　　　　　６～16年

②　無形固定資産…………………………定額法

なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づいております。

③　リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数として、残存価額を零とする定額法。

(3）重要な引当金の計上基準

①　貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債

権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

②　役員退職慰労引当金

一部の国内連結子会社は、役員及び執行役員の退職慰労金の支出に備えて、役員退職慰労金規程に基づく

期末要支給額を計上しております。

③　役員賞与引当金

当社及び一部の国内連結子会社は、役員賞与の支出に備えて、当連結会計年度における支給見込額に基づ

き計上しております。

④　役員株式給付引当金

当社は、役員株式給付規程に基づく役員への当社株式の交付に備えて、当連結会計年度末における株式給

付債務の見込額に基づき計上しております。
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(4）重要な収益及び費用の計上基準

①　延払販売に係る利益の計上基準

延払条件付譲渡については、法人税法による長期割賦販売基準を採用しております。なお、延払条件適用

売上高は、一般売上と同一の基準で販売金額を計上し、次期以降に収入すべき金額に対応する延払条件付

譲渡益は、割賦利益繰延として繰延処理しております。

②　工事契約に係る収益及び費用の計上基準

請負工事に係る収益の計上基準については、当連結会計年度末までの進捗部分について成果の確実性が認

められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事について

は工事完成基準を適用しております。

(5）重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算基準

外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理してお

ります。

なお、在外子会社の資産及び負債、並びに収益及び費用は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換

算差額は純資産の部における為替換算調整勘定及び非支配株主持分に含めております。

(6）重要なヘッジ会計の方法

①　ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジ処理を採用しております。また、為替リスクのヘッジについて振当処理の要件を充たしている

場合には振当処理を採用しております。

②　ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段…為替予約

ヘッジ対象…外貨建債権債務及び外貨建予定取引

③　ヘッジ方針

為替相場の変動リスクを回避するために、為替予約取引を利用しております。

④　ヘッジ有効性評価の方法

ヘッジ開始時から有効性判定時点までの期間において、ヘッジ対象とヘッジ手段の相場変動の累計を比較

し、両者の変動額等を基礎にして判定しております。

(7）のれんの償却に関する事項

のれんの償却については、10年間の定額法により償却を行っております。

(8）退職給付に係る会計処理の方法

①　退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法について

は、期間定額基準によっております。

②　数理計算上の差異の費用処理方法

数理計算上の差異については、各連結会計年度の発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（主

として10年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理しております。
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③　小規模企業等における簡便法の採用

一部の連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合要支

給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

(9）消費税等の会計処理

税抜方式を採用しております。

５．追加情報

役員向け株式給付信託

当社は、2016年１月13日付にて、業績連動型株式報酬制度（以下「本制度」といい、本制度に関して株式会

社りそな銀行と締結する信託契約に基づいて設定される信託を「本信託」といいます。）の導入を決議し、2016

年２月23日開催の第69回定時株主総会において取締役等の報酬として決議されました。この導入に伴い、2016

年５月２日に本信託が当社株式110,000株を取得しております。

本制度は、当社が信託に対して金銭を拠出し、当該信託が当該金銭を原資として当社株式を取得し、当該信

託を通じて当社の取締役等に対して、当社が定める役員株式給付規程に従って、業績達成度等に応じて当社株

式を給付する業績連動型の株式報酬制度であります。なお、当社の取締役等が当社の株式の給付を受ける時期

は、原則として取締役等の退任時となります。なお、当連結会計年度末に本信託が所有する当社株式は、総額

法の適用により連結貸借対照表の純資産の部に自己株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額

（付随費用の金額を除く。）及び株式数は、前連結会計年度157,308千円、106,650株、当連結会計年度151,998

千円、103,050株であります。

従業員向け株式給付信託

当社は、2018年５月21日付にて、株式型インセンティブプラン「従業員向け株式給付信託」（以下「本制度」

といい、本制度に関して株式会社りそな銀行と締結する信託契約に基づいて設定される信託を「本信託」とい

います。）の導入を決議いたしました。この導入に伴い、2018年６月８日に本信託が当社株式120,000株を取得

しております。

本制度は、当社が信託に対して金銭を拠出し、当該信託が当該金銭を原資として当社株式を取得し、当該信

託を通じて当社の従業員に対して、当社が定める従業員株式給付規程に従って、業績達成度等に応じて当社株

式を給付する業績連動型の株式報酬制度であります。なお、当社の従業員が当社の株式の給付を受ける時期は、

原則として事業年度毎となります。なお、当連結会計年度末に本信託が所有する当社株式は、総額法の適用に

より連結貸借対照表の純資産の部に自己株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額（付随費用の

金額を除く。）及び株式数は、前連結会計年度249,240千円、120,000株、当連結会計年度172,183千円、82,900

株であります。
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表示方法の変更に関する注記

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」の適用に伴う変更）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）を当連結会計年

度の期首から適用し、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表

示する方法に変更しております。

連結貸借対照表に関する注記

１．担保に供している資産及び担保に係る債務

①　担保に供している資産

定　期　預　金 30,000千円

建物及び構築物 934,055千円

土　　　　　地 371,015千円

計 1,335,070千円

②　担保に係る債務

短 期 借 入 金 475,000千円

1年内返済予定の長期借入金 46,626千円

長 期 借 入 金 874,604千円

計 1,396,230千円

２．有形固定資産の減価償却累計額 3,415,425千円

３．受取手形裏書譲渡高 1,162,921千円
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連結株主資本等変動計算書に関する注記

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

当連結会計年度期首
株　式　数（株）

当 連 結 会 計 年 度
増加株式数（株）

当 連 結 会 計 年 度
減少株式数（株）

当連結会計年度末
株　式　数（株）

発 行 済 株 式

普通株式 9,327,700 － － 9,327,700

合 計 9,327,700 － － 9,327,700

自 己 株 式

普通株式
（注）１，２，３

913,731 37,662 40,700 910,693

合 計 913,731 37,662 40,700 910,693

(注) １．当連結会計年度末の普通株式の自己株式には、役員向け株式給付信託が保有する当社株式103,050株及

び従業員向け株式給付信託が保有する当社株式82,900株が含まれております。

２．普通株式の自己株式の株式数の増加37,662株は、2019年10月３日の取締役会決議による自己株式の取得

37,600株及び単元未満株式の買取りによる取得62株であります。

３．普通株式の自己株式の株式数の減少40,700株は、役員向け株式給付信託からの給付による自己株式の減

少3,600株及び従業員向け株式給付信託からの給付による自己株式の減少37,100株であります。

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

該当事項はありません。
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３．配当に関する事項

(1）配当金支払額

決 議
株 式 の
種 類

配 当 金 の 総 額
１株当たり
配 当 額

基 準 日 効 力 発 生 日

2019年２月21日
定 時 株 主 総 会
（注）１

普通株式 216,015千円 25円 2018年11月30日 2019年２月22日

2019年７月３日
取 締 役 会
（注）２

普通株式 207,374千円 24円 2019年５月31日 2019年８月２日

（注）１．2019年２月21日定時株主総会決議による配当金の総額には、信託が保有する自社の株式に対する配当金

5,666千円が含まれております。

２．2019年７月３日取締役会決議による配当金の総額には、信託が保有する自社の株式に対する配当金4,462

千円が含まれております。

(2）基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

決 議
株 式 の
種 類

配 当 金 の
総 額

配 当 の
原 資

１株当たり
配 当 額

基 準 日 効 力 発 生 日

2020年２月26日
定 時 株 主 総 会
（注）

普通株式 240,882千円 利益剰余金 28円 2019年11月30日 2020年２月27日

（注）2020年２月26日定時株主総会決議による配当金の総額には、信託が保有する自社の株式に対する配当金5,206

千円が含まれております。
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金融商品に関する注記

１．金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針

当社グループは、資金運用については安全性及び流動性を重視し、短期的な預金をはじめ、金融商品運用規

程及び短期資金運用取扱基準に基づき、安全かつ効率的な運用を実施しております。また、デリバティブは、

後述するリスクを回避するために利用しており、投機的な取引は行わない方針であります。

資金調達については、短期的な運転資金を銀行借入により調達しております。

(2) 金融商品の内容及びそのリスク

営業債権である受取手形及び売掛金等は、顧客の信用リスクに晒されております。また、外貨建の営業債権

は、為替の変動リスクに晒されております。

有価証券及び投資有価証券は、主に満期保有目的の債券及び業務上の関係を有する企業の株式であり、市場

価格の変動リスクに晒されております。

営業債務である支払手形及び買掛金等は、１年内の支払期日であります。一部外貨建のものについては、為

替の変動リスクに晒されております。

デリバティブ取引は、外貨建の営業債権債務に係る為替の変動リスクに対するヘッジを目的とした先物為替

予約取引であります。

(3) 金融商品に係る管理体制

①　信用リスク

当社は、社内規程に従い、常に取引先の信用状態を把握し、取引先ごとに期日及び残高を管理するととも

に、財務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。

②　市場リスク

当社は、外貨建の営業債権債務について、通貨別月別に把握された為替の変動リスクに対して為替予約取

引を利用しております。

有価証券及び投資有価証券については、定期的に時価や発行体（取引先企業）の財務状況等を把握し、ま

た、満期保有目的の債券以外のものについては、市況や取引先企業との関係を勘案して保有状況を継続的

に見直しております。

デリバティブ取引の執行・管理については、外貨建取引に関する管理規程に従い、担当部署が決裁担当者

の承認を得て行っております。

③　資金調達に係るリスク

資金調達に係る流動性リスクについては、月次に資金繰計画を作成・更新するとともに、手元流動性の維

持などにより、流動性リスクを管理しております。

(4) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額が含

まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用する

ことにより、当該価額が変動することがあります。
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２．金融商品の時価等に関する事項

2019年11月30日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは含まれておりません（（注）２．参照）。

連結貸借対照表計上額

（千円）
時価（千円） 差額（千円）

(1）現金及び預金 9,186,869 9,186,869 －

(2）受取手形及び売掛金 21,580,218

貸倒引当金(*1) △48,319

21,531,899 21,534,360 2,461

(3）電子記録債権 4,077,866

貸倒引当金(*1) △3,195

4,074,670 4,074,670 －

(4）有価証券 100,000 100,000 －

(5）未収入金 576,334 576,334 －

(6）投資有価証券 1,379,734 1,380,051 316

　資産計 36,849,508 36,852,285 2,777

(1）支払手形及び買掛金 11,367,985 11,367,985 －

(2）電子記録債務 10,211,307 10,211,307 －

(3）短期借入金 1,162,733 1,162,733 －

(4）未払法人税等 841,789 841,789 －

(5）長期借入金(*2) 980,642 980,084 △557

　負債計 24,564,457 24,563,899 △557

デリバティブ取引(*3) （13,887） （13,887） －

　(*1)受取手形及び売掛金、電子記録債権については、貸倒引当金を控除しております。

　(*2)長期借入金については、１年内返済予定の長期借入金も含めて表示しております。

　(*3)デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目

については、（　）で示しております。

（注）１．金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項

資　産

(1）現金及び預金、(3) 電子記録債権、(5) 未収入金

これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿

価額によっております。

(2）受取手形及び売掛金

これらの時価は、一定の期間ごとに区分した債権ごとに満期額を満期までの期間及び信用リスクを

加味した利率により割り引いた現在価値により算定しております。
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(4) 有価証券

これらの時価は、預金と同様の性格を有する合同運用の金銭信託であり、時価は帳簿価額と近似し

ていることから、当該帳簿価額によっております。

(6) 投資有価証券

これらの時価については、株式等は取引所の価格によっており、債券は取引所の価格又は取引先金

融機関等から提示された価格によっております。

負　債

(1) 支払手形及び買掛金、(2) 電子記録債務、(3) 短期借入金、(4) 未払法人税等

これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿

価額によっております。

(5) 長期借入金

これらの時価は、元利金の合計額を、同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割り引いた

現在価値により算定しております。
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デリバティブ取引

時価の算定方法は、取引先金融機関から提示された価格等に基づき算定しております。なお、為替予

約の振当処理によるものは、ヘッジ対象とされている債権・債務と一体として処理されているため、

その時価は、当該債権・債務の時価に含めて記載しております。

（注）２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

区分 連結貸借対照表計上額（千円）

非上場株式 101,980

これらについては、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、

「（6）投資有価証券」には含めておりません。

（注）３．金銭債権及び満期のある有価証券の連結決算日後の償還予定額

１年以内

（千円）

１年超

５年以内

（千円）

５年超

10年以内

（千円）

10年超

（千円）

現金及び預金 9,186,869 － － －

受取手形及び売掛金 20,263,172 1,317,045 － －

電子記録債権 4,077,866 － － －

有価証券 100,000 － － －

未収入金 576,334 － － －

投資有価証券 5,000 100,000 200,000 －

合計 34,209,241 1,417,045 200,000 －

（注）４．短期借入金及び長期借入金の連結決算日後の返済予定額

１年以内

（千円）

１年超

２年以内

（千円）

２年超

３年以内

（千円）

３年超

４年以内

（千円）

４年超

５年以内

（千円）

５年超

（千円）

短期借入金 1,162,733 － － － － －

長期借入金 50,154 46,404 46,404 46,404 46,404 744,872
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賃貸等不動産に関する注記

１．賃貸等不動産の状況に関する事項

当社グループでは、大阪府その他の地域において、賃貸用オフィスビル及び賃貸用マンションを有しておりま

す。

２．賃貸等不動産の時価に関する事項

連結貸借対照表計上額（千円） 時価(千円)

758,611 681,855

(注) １．連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累計額を控除した金額であり

ます。

２．当連結会計年度末の時価は、「路線価」に基づいて自社で算定した金額であります。

１株当たり情報に関する注記

１株当たり純資産額 2,676円84銭

１株当たり当期純利益 318円94銭

（注）株主資本において自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式は、１株当たり当期純利益の

算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

１株当たり当期純利益の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、当連結会計年度188,667株で

あります。

重要な後発事象に関する注記

該当事項はありません。
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個別注記表

重要な会計方針に係る事項に関する注記

１．有価証券の評価基準及び評価方法

(1）満期保有目的の債券……………………償却原価法（定額法）

(2）子会社株式及び関連会社株式…………移動平均法による原価法

(3）その他有価証券

①　時価のあるもの………………………事業年度末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直

入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

②　時価のないもの………………………移動平均法による原価法

２．たな卸資産の評価基準及び評価方法

個別法による原価法(貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法)。ただし、産業機械

部門の軸受・油圧機器等は移動平均法による原価法(貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下

げの方法)。

３．固定資産の減価償却の方法

(1）有形固定資産……………………………定額法

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物　　　　　　　　７～47年

建物附属設備　　　　６～15年

構築物　　　　　　　４～20年

貸与資産　　　　　　６～16年

(2）無形固定資産……………………………定額法

なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づいております。

４．引当金の計上基準

(1）貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権

については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

(2）退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき計上し

ております。

①　退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法については、

期間定額基準によっております。

②　数理計算上の差異の費用処理方法

数理計算上の差異については、各事業年度の発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（主と

して10年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理しております。

(3）役員賞与引当金

役員賞与の支出に備えて、当事業年度における支給見込額に基づき計上しております。
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(4）役員株式給付引当金

役員株式給付規程に基づく役員への当社株式の交付に備えて、当事業年度末における株式給付債務の見込額

に基づき計上しております。

５．延払販売に係る利益の計上基準

延払条件付譲渡については、法人税法による長期割賦販売基準を採用しております。なお、延払条件適用売上

高は、一般売上と同一の基準で販売金額を計上し、次期以降に収入すべき金額に対応する延払条件付譲渡益は、

割賦利益繰延として繰延処理しております。

６．ヘッジ会計の方法

①　ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジ処理を採用しております。また、為替リスクのヘッジについて振当処理の要件を充たしている

場合には振当処理を採用しております。

②　ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段…為替予約

ヘッジ対象…外貨建債権債務及び外貨建予定取引

③　ヘッジ方針

為替相場の変動リスクを回避するために、為替予約取引を利用しております。

④　ヘッジ有効性評価の方法

ヘッジ開始時から有効性判定時点までの期間において、ヘッジ対象とヘッジ手段の相場変動の累計を比較

し、両者の変動額等を基礎にして判定しております。

７．消費税等の会計処理

税抜方式を採用しております。

８．追加情報

役員向け株式給付信託

当社は、2016年１月13日付にて、業績連動型株式報酬制度（以下「本制度」といい、本制度に関して株式会

社りそな銀行と締結する信託契約に基づいて設定される信託を「本信託」といいます。）の導入を決議し、2016

年２月23日開催の第69回定時株主総会において取締役等の報酬として決議されました。この導入に伴い、2016

年５月２日に本信託が当社株式110,000株を取得しております。

本制度は、当社が信託に対して金銭を拠出し、当該信託が当該金銭を原資として当社株式を取得し、当該信

託を通じて当社の取締役等に対して、当社が定める役員株式給付規程に従って、業績達成度等に応じて当社株

式を給付する業績連動型の株式報酬制度であります。なお、当社の取締役等が当社の株式の給付を受ける時期

は、原則として取締役等の退任時となります。なお、当事業年度末に本信託が所有する当社株式は、総額法の

適用により貸借対照表の純資産の部に自己株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額（付随費用

の金額を除く。）及び株式数は、前事業年度157,308千円、106,650株、当事業年度151,998千円、103,050株で

あります。
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従業員向け株式給付信託

当社は、2018年５月21日付にて、株式型インセンティブプラン「従業員向け株式給付信託」（以下「本制度」

といい、本制度に関して株式会社りそな銀行と締結する信託契約に基づいて設定される信託を「本信託」とい

います。）の導入を決議いたしました。この導入に伴い、2018年６月８日に本信託が当社株式120,000株を取得

しております。

本制度は、当社が信託に対して金銭を拠出し、当該信託が当該金銭を原資として当社株式を取得し、当該信

託を通じて当社の従業員に対して、当社が定める従業員株式給付規程に従って、業績達成度等に応じて当社株

式を給付する業績連動型の株式報酬制度であります。なお、当社の従業員が当社の株式の給付を受ける時期は、

原則として事業年度毎となります。なお、当事業年度末に本信託が所有する当社株式は、総額法の適用により

貸借対照表の純資産の部に自己株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額（付随費用の金額を除

く。）及び株式数は、前事業年度249,240千円、120,000株、当事業年度172,183千円、82,900株であります。

表示方法の変更に関する注記

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」の適用に伴う変更）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）を当事業年度の期

首から適用し、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表示する方

法に変更しております。

貸借対照表に関する注記

１．有形固定資産の減価償却累計額 1,023,313千円

２．関係会社に対する短期金銭債権（区分表示したものを除く） 1,788,356千円

関係会社に対する短期金銭債務 1,152,029千円

３．受取手形裏書譲渡高 1,119,951千円

４．保証債務残高 1,605,054千円

損益計算書に関する注記

関係会社との取引

売　　上　　高 5,351,739千円

仕　　入　　高 2,039,348千円

営業取引以外の取引高 353,442千円
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株主資本等変動計算書に関する注記

　自己株式の種類及び株式数に関する事項

当 事 業 年 度 期 首
株　式　数　(株)

当 事 業 年 度
増 加 株 式 数 ( 株 )

当 事 業 年 度
減 少 株 式 数 ( 株 )

当 事 業 年 度 末
株　式　数　(株)

自 己 株 式

普通株式
（注）１，２，３

913,731 37,662 40,700 910,693

合 計 913,731 37,662 40,700 910,693

(注) １．当事業年度末の普通株式の自己株式には、役員向け株式給付信託が保有する当社株式103,050株及び従

業員向け株式給付信託が保有する当社株式82,900株が含まれております。

２．普通株式の自己株式の株式数の増加37,662株は、2019年10月３日の取締役会決議による自己株式の取得

37,600株及び単元未満株式の買取りによる取得62株であります。

３．普通株式の自己株式の株式数の減少40,700株は、役員向け株式給付信託からの給付による自己株式の減

少3,600株及び従業員向け株式給付信託からの給付による自己株式の減少37,100株であります。

リースにより使用する固定資産に関する注記

オペレーティング・リース取引

　　　オペレーティング・リース取引のうち解約不能のものに係る未経過リース料

１ 年 内 98,934千円

１ 年 超 391,442千円

合 　 計 490,377千円
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税効果会計に関する注記

１．繰延税金資産及び負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産

未払費用 95,926 千円

未払事業税 36,983 千円

繰延ヘッジ損益 509 千円

たな卸資産 10,176 千円

貸倒引当金 52,951 千円

長期未払金 19,734 千円

役員株式給付引当金

投資有価証券評価損

その他

19,669

8,466

59,544

千円

千円

千円

繰延税金資産小計 303,963 千円

評価性引当額 △82,192 千円

繰延税金資産合計 221,770 千円

繰延税金負債

前払年金費用 △15,901 千円

固定資産圧縮積立金 △63,151 千円

その他有価証券評価差額金 △103,575 千円

繰延税金負債合計 △182,627 千円

繰延税金資産の純額 39,143 千円

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異の主な項目別の内訳

法定実効税率 30.62 ％

（調整）

受取配当金等永久に益金に算入されない項目 △1.94 ％

交際費等永久に損金に算入されない項目 0.36 ％

住民税均等割

評価性引当額の増減

0.33

△0.09

％

％

その他 △0.21 ％

税効果会計適用後の法人税等の負担率 29.07 ％
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関連当事者との取引に関する注記

１．親会社及び法人主要株主等

該当事項はありません。

２．子会社等

種 類 会社等の名称
資本金又
は出資金

事 業 の
内 容
又は職業

議 決 権 等
の 所 有
( 被 所 有 )
割 合 ( ％ )

関 係 内 容

取引の内容
取 引 金 額
( 千 円 )
（注）２

科 目
期 末 残 高
( 千 円 )
（注）２

役員の
兼任等

事業上
の関係

子会社
マルカ・
アメリカ

6,000
千US$

産業機械
の 販 売

100 1名 販売先

商品の販売
（注）１

3,815,119 売 掛 金 1,198,335

債務保証
（注）３

1,479,060 － －

　　取引条件及び取引条件の決定方針等

　　（注）１．商品の販売については、市場価格等を勘案し、価格交渉の上、決定しております。

２．取引金額には消費税等を含めておりません。期末残高には消費税等を含めておりません。

３．金融機関からの借入に対する債務保証であり、保証額等に基づき保証料を算定しております。

１株当たり情報に関する注記

１株当たり純資産額 2,248円97銭

１株当たり当期純利益 317円25銭

（注）株主資本において自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式は、１株当たり当期純利益の

算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

１株当たり当期純利益の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、当事業年度188,667株であり

ます。

重要な後発事象に関する注記

該当事項はありません。

－ 19 －

個別注記表


